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プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
4
2
年
長
野
県
生
ま
れ
。
映
画
監
督
、

映
像
民
俗
学
者
、
早
大
ア
ジ
ア
研
究
所
招

聘
研
究
員
、
一
般
社
団
法
人
日
本
映
像
民

俗
学
の
会
代
表
、
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
フ
ォ
ー
ク

ロ
ア
代
表
。
映
画
「
久
高
島
」「
見
世
物
小

屋
」「
修
験
」「
ほ
か
い
び
と
」「
冥
界
婚
」。

T
V
「
チ
ベ
ッ
ト
大
河
紀
行
」（
N
H
K
）

「
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
の
渚
」（
T
V
朝
日
40
周
年

記
念
）。
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
作
品
で
ギ
ャ
ラ
ク

シ
ー
選
奨
、放
送
文
化
基
金
本
賞
。著
作『
俳

人
井
月

―
幕
末
維
新
風
狂
に
死
す
』（
岩

波
書
店
）。
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 1 エッセイ　千字文 

	 	 映像民俗学事始め	
	 	 北村 皆雄

 	 特集		人類学における映像
 2  人類学的営みにおける映像の今	
	 	 	川瀬 慈

 4  学術メディアとしての映像の課題	
	 	 	飯田 卓

 6  民博スタイルの民族誌映画	
	 	 	寺田 吉孝

 8  映像で学ぶコミュニケーションリテラシー	
　　　―大学教育の現場から	
	 	 		南出 和余

 9  民族誌映画の「創造的劇化」	
	 	 	分藤 大翼

 10  ◯◯してみました世界のフィールド 

ドイツのポップカルチャー市場調査―2日目
	 	 山中 由里子

 12  みんぱくInformation

 14  味の根っこ 

ピカロン	
八木 百合子

 16   文化遺産おもてうら 

「東西文化の交流点」で	
―ロシア連邦ボルガル遺跡を巡るポリティクス	
櫻間 瑛

 18  手芸考 

インドの「ハンディクラフト」 
金谷 美和

 20  ながなんぢゃ 

「ラフラン諸島」ってどこ？	
山本 泰則

 21 次号予告・編集後記

月刊

12月号目次

　
一
九
七
四
年
、
社
会
人
類
学
の
野の

口ぐ
ち

武た
け

徳の
り

、
民
俗
学

の
宮み

や

田た

登の
ぼ
る、

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
監
督
の
野の

田だ

真し
ん

吉き
ち

と
私
の
四
人
で
「
映
像
民
俗
学
を
考
え
る
会
」
を
作
り
、

四
年
後
の
七
八
年
に
「
日
本
映
像
民
俗
学
の
会
」
と
し

て
正
式
に
発
足
さ
せ
た
。「
映
像
民
俗
学
」
と
い
う
言
葉

を
使
っ
た
の
は
多
分
日
本
で
最
初
だ
ろ
う
。「
学
会
」
と

し
な
い
で
「
学
の
会
」
と
し
た
の
は
、
宮
田
さ
ん
の
こ
だ

わ
り
で
、
研
究
者
だ
け
で
な
く
誰
で
も
参
加
で
き
、
地

域
の
生
活
や
文
化
を
記
録
、
享
受
で
き
る
会
に
し
た
い
と

い
う
考
え
か
ら
だ
。
発
起
人
の
三
人
は
す
で
に
鬼
籍
に
入

り
私
だ
け
が
残
っ
て
い
る
が
、
多
く
の
研
究
者
や
映
画
人
、

一
般
人
ら
が
新
た
に
加
わ
り
、
来
年
で
四
〇
周
年
を
迎

え
る
。
毎
年
日
本
の
ど
こ
か
に
出
か
け
て
行
き
、
そ
の
地

域
の
映
像
特
集
を
組
み
、
論
議
す
る
。
来
年
三
月
は
松

本
市
浅
間
温
泉
の
神
宮
寺
で
「
死
者
と
生
者
の
通
い
路
」

を
テ
ー
マ
に
、
日
本
や
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
死
と
葬
送

儀
礼
、
他
界
観
を
描
い
た
映
画
を
特
集
す
る
。

　
欧
米
で
は
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
映
像
人
類
学
が
風ふ

う

靡び

し
て
数
多
く
の
映
画
が
作
ら
れ
た
が
、
日
本
で
は
カ
メ

ラ
を
持
つ
研
究
者
は
少
数
だ
っ
た
。
学
問
が
細
分
化
・
専

門
化
し
て
、
人
間
の
営
み
を
ト
ー
タ
ル
に
見
る
こ
と
を
忘

れ
た
よ
う
に
私
に
は
思
え
た
。人
間
を
ビ
ヘ
イ
ビ
ア（
行
動
）

と
し
て
と
ら
え
、
生
活
、
風
土
、
環
境
を
含
め
て
描
く
こ

と
の
で
き
る
動
画
は
、
研
究
者
に
と
っ
て
も
大
切
な
道
具

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
私
は
映
画
や
テ
レ
ビ
番
組
を
作
る
こ
と
を
生
業
に
し

て
き
た
。
沖
縄
や
東
北
な
ど
日
本
の
他
、
韓
国
、
中
国
、

イ
ン
ド
、
チ
ベ
ッ
ト
や
ヒ
マ
ラ
ヤ
、
黒
潮
文
化
圏
と
地
域

を
絞
っ
て
取
り
組
ん
で
五
〇
年
に
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
生

活
の
根
っ
こ
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
っ
て
や
っ
て
き
た
。

人
の
営
み
の
古
層
を
捉
え
て
お
け
ば
、
時
代
が
経
っ
て
も

古
く
は
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
価
値
が
出
る
と
考
え
て
き
た
。

　
神
の
島
と
い
わ
れ
る
沖
縄
の
久
高
島
で
は
、
一
九
六
六

年
か
ら
撮
影
を
し
て
い
る
。
一
二
年
に
一
度
行
わ
れ
る
イ

ザ
イ
ホ
ー
を
始
め
、
年
中
行
事
の
三
〇
以
上
を
撮
っ
て
き

た
。
白
衣
を
着
て
島
中
の
女
性
が
参
加
し
て
い
た
行
事
は

こ
こ
十
数
年
で
壊
滅
状
態
に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
ま
ま

で
は
い
け
な
い
と
、
一
台
の
パ
ソ
コ
ン
に
全
行
事
・
全
映

像
を
入
れ
て
島
に
寄
贈
し
よ
う
と
、
研
究
者
と
一
緒
に
続

け
て
い
る
。
と
り
あ
え
ず
六
〇
時
間
、
五
三
〇
〇
カ
ッ
ト

に
文
字
情
報
を
入
れ
て
、
観
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
お
渡
し

し
た
。
毎
月
一
回
の
上
映
会
に
来
る
お
年
寄
り
は
若
き
自

分
の
姿
を
見
、
亡
く
な
っ
た
お
婆
た
ち
を
思
っ
て
涙
し
た
。

初
め
て
行
事
を
見
る
若
者
た
ち
は
、
島
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
は
こ
こ
に
あ
る
と
喜
ん
で
く
れ
た
。
映
像
民
俗
学
、

映
像
人
類
学
は
こ
れ
か
ら
だ
。


